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書 記 深 澤 隼 人 
  

 

内容 

１ 甲斐市国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画の策 

  定について（保険課） 

２ 脱炭素先行地域の選定について(脱炭素社会推進室） 
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開会 午前 ９時２０分 

 

○書記（深澤隼人君） ご参集大変お疲れさまです。 

  それでは、ただいまから厚生環境常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただきまして、委員長の進行により進めてま

いります。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶、金丸委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 改めまして、おはようございます。 

  昨日の臨時会、大変お疲れさまでした。ご参集大変ありがとうございます。 

  ただいまの出席委員は６名です。定足数に達しておりますので、これより厚生環境常任委

員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、お手元に配付した次第のとおり進めたいと思います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、これより次第の３、内容に入ります。 

  初めに、（１）甲斐市国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施

計画の策定について、担当より説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） おはようございます。 

  資料の１ページをお願いいたします。 

  保険課から甲斐市国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画

の策定につきましてご説明いたします。 

  １、背景。 

  平成25年に閣議決定されました日本再興戦略では、国民の健康寿命の延伸を重要な柱の

一つとして掲げ、全ての健康保険組合及び市町村国保において、国民健康保険法に基づく保

健事業の実施等に関する指針に基づき、平成28年度に第１期、平成30年度に第２期データ

ヘルス計画を策定いたしました。特定健康診査等実施計画につきましては、高齢者の医療の

確保に関する法律に基づき、平成20年度に第１期、平成25年度に第２期、平成30年度に第

３期を策定いたしました。 
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  現計画につきましては、本年度末で計画期間が終了することから、今後、国から示される

基本指針をはじめ第２次甲斐市総合計画や甲斐市健康増進計画などとの整合性を図り、第３

期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画を策定するものでございます。 

  なお、この２つの計画は、国の指針において相互に連携して策定することが望ましいとさ

れているため、一体的に策定するものでございます。 

  次に、２、目的。 

  甲斐市国保加入者のレセプト等のデータを分析し、生活習慣病の予防、早期発見、早期治

療、重症化予防による健康保持推進を図るものでございます。 

  次に、３、計画期間は、令和６年度から令和11年度までの６年間でございます。 

  次に、４、計画の内容、主なものは３つございまして、まず①甲斐市国民健康保険の現状

分析、②課題を踏まえた今後取り組む保健事業計画、③特定健康診査及び特定保健指導実施

状況等でございます。 

  今後、国から示される基本指針や山梨県におけるデータヘルス計画の標準化、特定健診・

特定健康指導の共通指標などの内容を確認しながら策定作業を進めてまいります。 

  最後に、５、スケジュールでございますが、プロポーザル方式により委託業者を選定し、

決定したところで策定作業を開始いたします。 

  その後、常任委員会への報告、パブリックコメントの実施、国民健康保険運営協議会への

説明、諮問、答申等を行いまして、３月に計画書の印刷製本、公表を予定しております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  本日は、委員外議員の傍聴を許可しますので、ご承知おきください。質疑は委員の質疑を

受けた後に傍聴議員の質疑を受けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  これより質疑を行います。 

  質問は一問一答とし、また、質問・答弁は簡潔明瞭にしていただきますようお願いいたし

ます。 

  それでは、質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、スケジュールのところで、６月からプロポーザル方式に

より業者選定とあるんですけれども、このプロポーザル方式に応募するに当たって、どうい
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う業者、資格とかそういうのはあるんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 村越国民健康保険給付係長。 

○国民健康保険給付係長（村越 恵君） 資格としましては、レセプトの分析ができる業者を

メインに考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 分析のできる業者ということで、例えば範囲が山梨県内の業者である

とか、あるいは全国的な大手の業者もオーケーだとか、その辺のところは何かありますか、

縛りは。 

○委員長（金丸幸司君） 村越係長。 

○国民健康保険給付係長（村越 恵君） 一応、山梨県内だけでは限られてしまいますので、

全国の業者を基に、あとは山梨県の入札資格のあるところを選定として考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） スケジュールのところで１つ教えてください。 

  12月に計画案が庁内で承認されて、その後、翌年の１月に常任委員会で報告がされた後

にパブリックコメントの実施とあるんですけれども、これは計画案が表に出たときからパブ

リックコメントを締め切るまでの期間というのはどれくらいあるんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  １か月程度を予定しております。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、計画の内容のところです。課題を踏まえた今後取り組む

保健事業計画というような形になるんですけれども、この課題というのが、多分、毎年毎年

同じような課題が出てくるんじゃないかなというふうに思うんですけれども、この辺で今で

も大まかな課題というのは何かあるんでしょうか。その辺を教えていただければ。 

○委員長（金丸幸司君） 堤課長。 
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○保険課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  課題等ですけれども、疾病の分析から見た課題に対して行う保健事業という形になります。

具体的には、糖尿病性腎症重症化予防対策、こちらのほうが糖尿病に関するデータとして、

糖尿病にかかると、そこから合併症等がありまして、重症化するという形になりますと医療

費が増大するということで、まずは糖尿病にならないような仕組み、予防していくというこ

とになります。あと、食生活とかそういったもので生活習慣病の予防、あと、特定健診の未

受診者に対する受診の勧奨事業ということを取り組む課題としております。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） すみません、ちょっと途中から話を聞いていたんで、聞き逃している

かもしれないんですけれども、こちらのデータヘルス計画というのはあれですか、特定の疾

病のデータを取るということでよろしいんでしょうか。その場合は、生活習慣病のみに限ら

れているんでしょうか。お願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） まず、このデータヘルス計画なんですけれども、全ての健康保険

組合及び市町村国保、国民健康保険を運営している市町村、甲斐市も含めて全てが実施する

ということで、国民健康保険に加入している被保険者のレセプトを基にデータ分析という形

になっております。そのデータを分析する内容につきましては、議員のおっしゃったものと

かも含まれておりますので、その計画の中で、先ほどもご説明した生活習慣病の重症化予防

と糖尿病、あと、ジェネリック医薬品なんかの普及、医療費が抑制されますので、そういっ

た分析等を行うものでございます。 

○委員長（金丸幸司君） ほかにございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） 分かりました。ありがとうございます。 

  今、目的が生活習慣病予防という目的でやるというふうなことは分かりましたけれども、

例えば今、世の中で蔓延しているであろうというか、例えば帯状疱疹とかそういったものの
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データみたいなものも取るということは可能なんでしょうかね。 

○委員長（金丸幸司君） 村越係長。 

○国民健康保険給付係長（村越 恵君） レセプトの分析の中に、どのような疾病が多いかと

いうような分析を踏まえまして、そちらの多い疾病に対して、今度はその事業を計画してい

くというものでございますので、例えば分析の結果、帯状疱疹等が多ければということで、

その辺も課題として考える一つの目安にはなるかとは思います。 

○委員長（金丸幸司君） 以上で傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（１）甲斐市国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施

計画の策定についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前 ９時３３分 

 

再開 午前 ９時３４分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  続いて（２）脱炭素先行地域の選定について、担当より説明を求めます。 

  伊藤脱炭素社会推進室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 改めまして、おはようございます。脱炭素社会推進室

です。 

  それでは、内容の２、脱炭素先行地域の選定についてご説明いたします。 

  資料２ページをお願いいたします。 

  まず１、脱炭素先行地域の選定でございます。 

  かねてより本市が応募していました環境省が募集する第３回脱炭素先行地域において、令

和５年４月28日に本市の計画提案が山梨県内では初めて脱炭素先行地域に選定されました。 

  脱炭素先行地域とは、国において全国で少なくとも100か所の脱炭素先行地域を選定し、

これらの地域において環境省を中心に国が積極的に支援を行う中で、2025年度までに脱炭

素に向かう地域特性に応じた先行的な取組実施の道筋をつけ、2030年度までに実行するこ

とで、多様な地域において地域課題を同時解決し、住民の暮らしの向上の実現をしながら脱

炭素に向かう取組の方向性を示すこととしているところであります。 
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  本市が申請を行いました第３回脱炭素先行地域の募集には58件の計画提案の応募があり、

本市の提案を含む16件の提案が選定されました。第１回の募集では79件中26件、第２回の

募集では50件中20件が選定され、第３回までに62件の選定がされたところであります。 

  次に、２、共同提案者でございます。 

  今回の脱炭素先行地域の申請に際し、東京電力パワーグリッド株式会社山梨総支社とグリ

ーン・サーマル株式会社を共同提案者としたところであります。 

  共同提案者につきましては、本市が申請を行いました先行地域第３回の募集から、脱炭素

事業は地方公共団体だけでは取り組むことはできず、民間事業者等との連携が不可欠である

ことから、提案の実現可能性を高めるため、民間事業者との共同提案が必須になったところ

であります。 

  東京電力パワーグリッド株式会社山梨総支社は、昨年９月20日にゼロカーボンシティ実

現に関する連携協定を締結した経緯があり、グリーン・サーマル株式会社は、現在建設が進

んでいる木質バイオマス発電所の発電事業者であり、業者からのご理解をいただいた上で共

同提案者になっていただいたところであります。 

  ３の提案の内容になります。 

  今回選定された提案は、「“隗（甲斐）より始めよ”人と資源の循環モデル ゼロカーボ

ンロードで「めぐる」自然とワイナリー」と題し、甲斐市の７エリアをゼロカーボンロード

でつなぎ、脱炭素化と自然の恵みや観光スポットなど地域の特徴を生かし、観光業の発展と

農業や地元産業を活性化させることにより、交流人口の増加を伴う循環型の地域発展を遂げ

る取組をするものであります。 

  「隗より始めよ」とは、身近なものから始めなさい、言い出したものから取り組みなさい

を意味する中国の故事成語になり、甲斐市のカイをかけたところであります。具体的には、

太陽光発電、蓄電池やスマート街路灯の導入及びバイオマス発電所におけるブドウ剪定枝等

の域内資源の燃料活用に加え、本市以内の先行地域とする７エリアを巡る観光施策やＥＶ急

速充電器の整備等による交流人口の増加と域内経済循環の実現を図るものであります。 

  本市が設定しました甲斐市の先行地域とする７エリアは、地域産業であるワイナリー及び

交通拠点を有する５つのエリアとしまして、サントリー登美の丘ワイナリーエリア、シャト

レーゼ・ベルフォーレ・ワイナリー塩崎駅エリア、敷島醸造エリア、双葉サービスエリアの

エリア、山梨交通敷島営業所エリア、また、ゼロカーボン公園として再生する公園を有する

竜王駅、ゼロカーボンパークエリア及び温泉や農産物直売所等主要な観光交流拠点を有する
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木質バイオマス発電所エリアの７エリアになります。 

  脱炭素先行地域計画提案概要になりますが、別紙をお願いいたします。 

  提案概要は、先ほどの説明と重複するところもありますが、タイトルを「“隗（甲斐）よ

り始めよ”人と資源の循環モデル ゼロカーボンロードで「めぐる」自然とワイナリー」と

いたしました。ゼロカーボンロードとは、先ほど申し上げた７つのエリアを結びつける道路

をゼロカーボンロードと設定し、ゼロカーボンロード沿いの複数地点に急速充電器を設置す

ることで、地域住民にも観光客の利便にも供し、また、街路灯を再生可能エネルギーである

太陽光を使用した自立運転可能なスマート街路灯の設置を行います。 

  脱炭素先行地域の対象は７エリアとゼロカーボンロードから成る市域になります。脱炭素

先行地域内の事業化は、住宅2,062戸、民間施設及び事業所137施設、公共施設37施設、ゼ

ロカーボンロード沿いの街路灯142基になります。 

  共同提案者は、先ほど申し上げましたとおり、東京電力パワーグリッド株式会社山梨総支

社とグリーン・サーマル株式会社であります。 

  取組の全体像になりますが、ワイナリーやサービスエリアが立地するゼロカーボンワイナ

リーゾーン、ＪＲ竜王駅や公園整備計画地があるゼロカーボン公園ゾーン、バイオマス発電

所が建設中であるゼロカーボンモデル事業取組ゾーンと、双葉スマートインターチェンジや

ＪＲ竜王駅、塩崎駅を基点とする３ゾーンをつなぐゼロカーボンロードにおいて、太陽光発

電、蓄電池やスマート街路灯の導入、ブドウ剪定枝のバイオマス発電での燃料利用により脱

炭素化を実現し、これらのエリアを巡る観光施策やＥＶ急速充電器の整備等により、交流人

口の増加と域内経済循環の実現を図るものであります。 

  次に、１の民生部門の脱炭素化に関する主な取組ですが、１つ目として、住宅、民間施設

等への太陽光発電の導入、２つ目としまして、庁舎、（仮称）篠原地区公園内の交流施設の

ＺＥＢ化、ＺＥＢ化とは、建物に太陽光等の自然エネルギーを活用するエネルギーを創る創

エネ設備を導入したり、建物の高断熱化、高効率化を図り、省エネ化を図っていくことにな

ります。３つ目としまして、ゼロカーボンロードの既存街路灯のＬＥＤ化及びスマート街路

灯の新設を行い、４つ目としまして、バイオマス発電所において、市内ワイナリーで発生す

る剪定枝等の燃料活用になります。 

  次に、２の民生部門、電力以外の脱炭素化に関する主な取組になりますが、ゼロカーボン

ロード沿いへの急速充電器の設置、公用車等の電動自動車化、バイオマス発電所の排熱利用

になります。 
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  ３の取組により期待される主な効果としまして、ワイナリー、公園、温泉等の観光施設と

ゼロカーボンロードとの一体的な整備を進めるとともに、観光・交通事業者と連携したゼロ

カーボン観光メニュー組成等により、地域としての魅力向上につなげ、地域経済活性化と交

流人口の増加、果樹栽培から発生しました剪定枝等の未利用資源をバイオマス発電において

有効活用する地域に裨益する資源循環モデルの構築、バイオマス発電排熱を活用したレジリ

エンス強化向上が上げられます。 

  ４の主な取組のスケジュールになりますが、先ほど申し上げました取組をおおむね５年程

度で実施していくことになります。 

  資料の２ページにお戻りください。 

  ５の今後の予定になります。 

  今回の先行地域の選定により、計画の実行に際し上限額50億円の交付金の活用が可能と

なりますので、年度ごとの事業実施に係る交付金の申請をした後、交付金採択を受け、予算

化を図る中で、関係課、関係事業者と協議しながら計画を遂行していく意向であります。 

  今年度に関しましては、今後、今年度分の交付金申請を行い、予定では７月以降の交付金

採択が見込まれますので、年度内での事業完了ができる事業を見極め、改めて予算化につい

てご報告し、予算化に伴うご審議をお願いしたいと思います。 

  以上、脱炭素先行地域の選定についての説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 説明の内容で脱炭素社会を進めるのは本当に異存がいないんで、ぜひ

進めてほしいとは思うんですけれども、ちょっとこの事業で認定されて予算が下りてからい

うような感じのところが見えるんですけれども、このスケジュールの４番目で、2027年度

から住宅、民間施設、公共施設への太陽光発電設備導入というのが今年度からもう始まって

いるんですよね。それで、これを進めるに当たって、もう何か対策というかね、施策が出さ

れているのかどうかちょっと伺いたいんですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 今年度に関しましては、先ほども申し上げましたとお
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り、今後、交付金の申請をする予定であります。 

  今年度に関しましては、地域住民への説明会をしたり、例えば地域住民への補助金交付を

するための交付金要綱の制定をするなど、内部の事務等を主な事務作業として進めさせてい

ただく予定でございます。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 説明会等なんですけれども、数年前からね、甲斐市でも新築の住宅と

かですね、結構造られていると思うんですけれども、その新築のときにつけちゃうとか、そ

ういうのが非常に有効だとは思うんですよね。だから、そういうのでいけば、もうちょっと

早くね、説明会とかいうよりも、そういう建設業者さんとかそういうようなところとタイア

ップして、スピーディーにはできないもんですかね。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤推進室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 今回、先行地域の選定によって交付されます交付金に

関しましては、やはり交付金の内示を受けた後の事業執行でないと対象外となってしまいま

すので、そちらのほうは慎重に見極めながら事業のほうは進めさせていただきたいと思って

いるところであります。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） もう１個、バイオマス発電に関して、３番目の取組により期待される

主な効果のところで、剪定枝や松くい虫被害木いうことでなっているんですけれども、松く

い虫被害木に関して、環境課のほうで聞いたところ、今のところ切り倒して、そのまま山の

ほうに置いてあるというような状況なんですよね。それで、今回もこういうふうに書いてあ

るんですけれども、現実的に被害木を使うような、そういう見込みというのは本当にあるん

でしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） まず、私たちが今回やろうと思っています取組の剪定

枝の有効活用、こちらのほうに関しましては、県外のところで既に市として木質バイオマス

証明を発行する中で、剪定枝を発電所の燃料として活用している事例がございます。また、

そういったところの事例を見極めながら、また、松くい虫の被害木、あと林地残材等の活用

に関しまして調査研究のほうを進めさせていただく中で、地域資源の循環に向けた取組を行

っていきたいと思っているところであります。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 
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  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 民生部門電力の脱炭素に関する取組について、１の住宅の太陽光発電、

蓄電池導入というところなんですけれども、今既に甲斐市で出しています補助金との兼ね合

いはどのようになるでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 現在、甲斐市として、いわゆるこういった省エネとか

創エネに関する補助金に関しましては、いわゆるＺＥＨ補助というものだけになりまして、

太陽光等の補助等はない状況であります。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、こちらでは太陽光、蓄電池のみ、のみというか、設置する場合

に補助を出すという、そういうイメージでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 事業スキームのほうに関しまして、リース形式にする

のか等々を見極めながら、おっしゃるとおり蓄電池、太陽光発電導入に関する補助金等の交

付のほうを考えさせていただきたいと思っております。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 同じところの４番で、市内ワイナリーでの果樹栽培で発生する剪定枝

も活用というところなんですけれども、こちら今のところ想定しているワイナリーからの剪

定枝は、バイオマス発電所で消費される木材の大体どのくらいになる予定でしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらのほうに関しまして、まだ今、計画段階であり

まして、具体的にワイナリーからどれくらいの量、どれくらいの重さが出るか、精緻な定量

的な把握はしていないところであります。ただ今回、こうやって先行地域に選ばれたことが

ございますので、また、市内に３ワイナリーございますので、毎年どれくらいの量が出るの

かということを把握させていただきながら、今後、実現に向けた検討をワイナリー業者共々

していきたいと思っています。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 剪定枝についてなんですけれども、甲斐市内だけですとあまり量が、

ちょっと今まだ調査中ということなんですが、近隣の例えば南アルプス市ですとか、より果

樹栽培の盛んな地域とも連携しまして、そこからそういった広域で剪定枝を集めて使用する
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ということなんかも、より資源の循環という観点からは非常に有効ではないのかなと思いま

すので、検討していただければと思います。 

○委員長（金丸幸司君） 要望でよろしいですか。答弁を求めますか。 

○委員（若尾彰子君） 答弁もお願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 資源循環を目指すところではございますが、まずは地

域の資源循環ということを目指したいと思っていますので、まずは市内の資源の循環をさせ

ていただいてからというふうに思っています。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 度々失礼します。民生部門以外の脱炭素に関する取組の３なんですけ

れども、バイオマス発電の排熱の利用なんですけれども、以前、いろんな方がどういった利

用をするのかというようなものを質問されていたと思うんですけれども、何かこの排熱の利

用について、技術的なめどというのは立ったんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 排熱利用に関しては、温水の熱を利用するということ

で、現在、業者と打合せをしているところであります。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 温水を利用するということなんですけれども、それがどのように近隣

の温泉や給食センターで活用できるのかというのはまだ、詳しくは決まっていないでしょう

か。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） すみません、排熱利用の温水利用に関しましては、温

水の熱を利用するということで、業者との打合せのほうは進めさせていただいているところ

であり、約85度の温水を近くにございます公共施設のほうに流すことで、その85度の熱を

利用した熱交換器の設置をして、各施設で利用できる温水に返還したもので利用のほうを今

していただこうという計画になっているところであります。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  山本委員。 

○委員（山本英俊君） 排熱のところがあったんですけれども、近隣の温泉、給食センター等
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の供給というところに、前は何か農業にも使うというような形があったと思うんですけれど

も、そのところが消えちゃっているんですけれども、その辺はどうなっているんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） バイオマス産業都市構想の中において重点プロジェク

トのその一つとして、農業の排熱利用というものがあります。ただ、まずはうちのほうの取

組としましては、公共施設の熱利用のほうを先に進めさせていただいてから、農業の熱利用

のほうに関しましては、これから協議、検討をさせていただきたいというふうに思っていま

す。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  秋山副委員長。 

○委員（秋山照雄君） 太陽光のことでちょっと聞きたいんですけれども、太陽光の補助金と

かそういう具体的なあれはもうある程度あるんですか、何割とか何％だとか、上限とか。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらの太陽光発電の補助金等に関しましては、ある

程度、環境省のほうから示されているものがございます。また、対象となるリース方式であ

りますとか、個人購入は駄目ですよとか、そういった規定もございますので、またそういっ

たものを見極めながら補助金の交付要綱等も設置させていただきたいと思っているところで

あります。 

  すみません、あと、その設置の補助割合ですけれども、具体的には事業費の交付率の３分

の２ということになっていますので、そういったものを国の制度を見極めた上での補助金交

付設定をさせていただきたいと考えておるところであります。 

○委員長（金丸幸司君） 秋山副委員長。 

○委員（秋山照雄君） それからあと１点、このエリアの含まれているところは個人で太陽光

のそういう申請もできると思うけれども、エリアに含まれていない地域についてはどのよう

に考えているかちょっとお伺いします。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらにつきましては、私たちのほうでもどのように

していくかということを今後検討させていただきたいと思っています。この先行地域エリア

外になりますと、交付金の対象ができませんので、またそういったところをですね、今後ち

ょっとどうしていくなのかというのも、市の方針として決めさせていただきたいというふう
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に思っているところであります。 

○委員長（金丸幸司君） 秋山副委員長。 

○委員（秋山照雄君） そこのところをぜひね、たまたまエリアに入っているところはいいけ

れども、ほかのところ、エリアに入っていないところについてはこの制度を利用して何かで

きないという、その何か同じ税金を払っている、同じ市民に対して、ちょっと不平等なとこ

ろがあるから、その辺のところをもうちょっと真剣に考えてみてもらいたいと思います。こ

れは要望で結構ですので、お願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、今の太陽光の発電の件ですけれども、一応、民間住宅に

1,446キロ、あと民間施設等に太陽光発電１万3,466キロという形で書いてあるんですけれ

ども、これはどれぐらいの枚数をどのくらいの家にどのくらいというような案というのはあ

るんですか。１軒の家にどのぐらいつけてというような、そういうようなもの、目標値みた

いなものはありますか。 

○委員長（金丸幸司君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時５９分 

 

再開 午前１０時００分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  当局に答弁を求めます。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） すみません、今回、住宅の対象は2,062戸としている

ところであります。また、屋根の形状、屋根の面積等により乗せられる太陽光の枚数、パネ

ルの数とかというものは変わることが多分に予想されますので、総体的な予想としまして、

2,062戸に対しまして1,146キロワットの導入をさせていただきたいというふうに計画をさ

せていただいたところであります。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですかね。 

  そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  次に、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） このちょっと計画を見させていただくと、結構、ワイナリーというの

がかなり大きな要素になるように見えるんですけれども、この計画とワイナリーの関わり合

いというと、剪定枝を提供してもらってやるというようなことだけなんでしょうか。それと

ももっとワイナリーのほうから何かこういう取組をみたいなものがあるのかどうかちょっと

教えていただきたいですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 今回の脱炭素先行地域、こちらの申請のほうに関しま

しては、脱炭素を切り口としました地域課題の解決、こちらのことをするということがまず

条件ということになっています。１つですね、私たちのほうで考えました地域課題としまし

て、ワイナリーを中心とする観光交流産業の活性化をしていきたいなというふうに考えたと

ころでありまして、近年、コロナの影響等に伴いまして減少傾向にある観光客をワイナリー

を中心に東京などからの観光客を中央自動車道から立ち寄り客を増やす工夫を行い、観光交

流産業の活性化を図ることを課題とさせていただいて、脱炭素を切り口としたにぎわいの創

出を考えさせていただいたところであります。 

○委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） 分かりました。 

  一応、今回の計画は観光という部分もありますので、本当にこのワイナリーも甲斐市の貴

重な資源だと思いますので、その辺の魅力発信的なものをもっとまた考えていただきたいな

ということで、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 答弁はいいですよね。 

○議員（加藤敬徳君） はい。 

○委員長（金丸幸司君） 以上で傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（２）脱炭素先行地域の選定についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 
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休憩 午前１０時０３分 

 

再開 午前１０時０５分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  続いて、（３）甲斐市第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画策定について、担

当より説明を求めます。 

  輿石障がい者支援課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お疲れさまです。 

  資料の３ページをお願いいたします。 

  障がい者支援課より甲斐市第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画策定について

ご説明いたします。 

  初めに、１、計画策定の経緯についてでありますが、本市では、障害者総合支援法及び児

童福祉法に基づき、計画期間を３年とする障がい福祉計画・障がい児福祉計画を策定し、障

がい福祉サービス、地域生活支援事業、障がい児福祉サービスを総合的、計画的推進に努め

ているところでございます。 

  現在の計画につきましては、今年度末で計画期間が終了することから、計画期間を令和６

年度から令和８年度までとする甲斐市第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画を今

年度新たに策定するものでございます。 

  次に、２、計画の内容についてでありますが、（１）計画の基本的な考え方、基本方針、

成果目標等、（２）障がい福祉（障がい児福祉）サービス等の見込みと見込み量確保の方策

等、（３）計画の推進体制・評価と見直しの方法などの計画内容となります。 

  次に、３、策定方法についてでありますが、（１）甲斐市保健福祉推進協議会による協議、

（２）甲斐市地域自立支援協議会による協議、（３）計画策定ワーキング会議による協議、

（４）障がい当事者・団体等との意見交換、（５）パブリックコメントの実施を行い、計画

策定を進める考えでございます。 

  次に、４、計画策定に伴う業務委託についてでありますが、（１）予算額が192万5,000

円、（２）契約時期は令和５年５月下旬、（３）業務内容につきましては、①統計資料等の

収集・整理・分析、②現行計画の評価・検証、③サービス見込み量の推計、成果目標の設定、
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④計画書の作成・印刷等でございます。 

  資料の４ページをお願いいたします。 

  最後に５、今後のスケジュールについてでありますが、今年度末から策定作業に着手し、

12月までに甲斐市保健福祉推進協議会、甲斐市地域自立支援協議会、計画策定ワーキング

会議を開催し、また、障がい当事者及び団体等との意見交換を行い、計画の策定を進めてま

いります。 

  その後、12月に計画案を決定しまして、１月の厚生環境常任委員会で案の説明をさせて

いただき、委員の皆様からの意見、提言の提出をお願いする予定でございます。 

  １月の中旬から２月上旬でパブリックコメントを実施し、２月の厚生環境常任委員会で、

パブリックコメントでの市民の皆さんの意見や委員の皆さんからの意見、提言に対する市の

考えを説明、報告させていただきます。また、各協議会等への報告を行い、２月末に計画の

決定、３月に計画の印刷を行い、市のウェブサイトで計画の公表を行う計画でございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 計画策定を進めてほしいと思いますけれども、この策定に対して業務

委託いう形で192万5,000円ですか、なっているんですけれども、この業務委託にしなけれ

ば、やはり障がい者支援課のほうね、こちらのほうでできないものなんですか、こういう計

画策定というのが。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お答えします。 

  時間と人員のほうを確保できれば直営での策定も可能であると考えておりますけれども、

効率的に計画を作成するために業務委託を行うものでございます。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 効率的ということでおっしゃっているんですけれども、障がい者の方

の要望だとか、いろんなことがあると思うんですよね。そういうのを受けているのは、やは

り市じゃないですか。それで、この業者いうのが、そういう声が、効率だけでいっちゃうと、
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下手したら切捨てにつながりかねないんですよね。それで反映できるようになっているのか

どうかちょっと伺いたいんですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） 策定に伴います基本的な事務は市役所の職員が行います。

委員さんおっしゃるような障がい当事者、団体等の意見交換につきましても、市が主導的に

行いまして、委託業者については、記録の整理だとかサブ的な部分を担当していただくよう

になりますので、ご心配いただいているような丸投げではございませんので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） そのほかございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 策定方法についてなんですけれども、障がいの当事者、団体等との意

見交換とあるんですが、ほかの例えば福祉部の計画策定については、ニーズ調査なんかをや

っている計画もあるんですが、今回この計画、障がい福祉の計画については、ニーズ調査、

意見交換会に出てこられない当事者の方たちの意見というのはどのように拾い上げる予定で

しょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お答えします。 

  計画策定に当たりましては、住民の意見を反映するために必要な措置を講じろと国のほう

から言われております。その方法につきましては、委員さんおっしゃるような住民アンケー

トだとか意見交換会、またパブリックコメントの実施が上げられますので、この計画につき

ましては、障がい当事者、関係者の方、団体等との意見交換会とパブリックコメントの実施

により、住民の意見を反映する考えでございます。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 意見交換会とパブリックコメントでということなんですけれども、や

はり団体、この意見交換会に出席する団体や当事者とつながれない当事者の方たちというの

も確かにいらっしゃって、この前、ニーズ調査をしておりました高齢者福祉計画のように、

当事者の方個人が意見を表明できるような方法というのも検討していただければと思います。

パブリックコメントの段階になってしまいますと、なかなかそこから、本当はこうしてほし

かったということを表明したとしても、なかなかそれが計画に反映するというのは難しいと
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思いますので、何とかより広い当事者の方たちが意見を表明できるように、アンケートだっ

たりだとかニーズ調査というのをしていただければ。お願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） これは要望ですか、答弁を求めますか。 

○委員（若尾彰子君） 答弁もお願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 飯沼福祉部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  アンケート調査でございますけれども、甲斐市の高齢者、65歳以上が２万人以上たしか

いるはずでございます。それで今回、例えば高齢者のアンケート調査も２万人全員にアンケ

ート調査を配るのでなくて、その一部を抽出する中で、2,000件なりの方に無作為抽出する

中でアンケートを実施しますので、アンケート調査につきましても全員の方の意見を反映す

るというのはちょっと難しいことになりますので、今回は障がい者の計画につきましては、

聴覚障害者協会の方々、それから障がい児をお持ちの保護者の方のオアシスという団体の方

ですとか、あとは視覚障害者協会、あと障害者福祉会等々の方々と意見交換をする中で、そ

ういった方々のご意見をお聞きしたいというふうに考えておりますので、ご理解をよろしく

お願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、１つ伺いたいんですけれども、今回、山梨県でも言語条

例というのがね、制定されまして、いずれこの市のほうにもそういう条例をつくるというよ

うな形になってくるとは思うんですけれども、今回この計画を立てるに当たって、この間ち

ょっと僕の知人から話をされたんですけれども、先ほどね、部長のほうがいろんな方と交流

会を持つという形で言っていたんですけれども、協会のほうだけで意見交換会をやっていた

だいて、その下の組織までそれが伝わっていないと、そういう方の意見を聞けないんで、そ

ういうものの形の人のところの交流会もぜひ市のほうでもお願いできればということで僕の

ほうにちょっと言われたんですけれども、そういう計画とか、そういう見直しとかというの

は何かありますか。大きな協会だけじゃなくて、そこの中の一部だったんですけれども。も

ちろん協会のほうからそちらのほうに話をして、そういう形のものを話合いをすればいいん

ですけれども、その協会との話合いのときにそういう形のものの人たちも一緒に呼んで、意

見交換会をできればというような話をされていたんですけれども、その辺の考えについては

どうですか。 
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○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お答えします。 

  関係団体との意見交換につきましては、相手方と相談した中でメンバーを選考していただ

いて意見交換するような対応を取りたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ぜひそういうときに、協会の方はもちろん中心なんですけれども、本

当にね、先ほど言ったようにもう一つ下で、民間じゃないですけれども、そういう直接とい

うか、参加とは言わないですけれども、そういう方のところの意見も聞けるような形で協会

のほうにお願いできるような形というのはできないでしょうか。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お答えします。 

  繰り返しになりますが、先方とよく相談しながら対応してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、次に傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（３）甲斐市第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画策定についてを終

了いたします。 

  続いて、（４）甲斐市第２期自殺防止対策計画策定について、担当より説明を求めます。 

  輿石障がい者支援課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） 引き続き説明させていただきます。 

  資料の５ページをお願いいたします。 

  甲斐市第２期自殺防止対策計画策定についてご説明いたします。 

  初めに、１、計画策定の経緯についてでありますが、本市では、自殺対策基本法に基づき、

計画期間を５年とする甲斐市自殺防災対策計画を策定し、自殺防止対策施策の総合的、計画

的推進に努めているところでございます。 

  現在の計画につきましては、今年度末で計画期間が終了することから、計画期間を令和６
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年度から令和10年度までとする甲斐市第２期自殺防止対策計画を新たに策定するものでご

ざいます。 

  次に、２、計画の内容についてでありますが、（１）計画の基本的な考え方、基本方針、

数値目標等、（２）自殺防止対策に関する施策の取組、重点施策、基本施策、（３）計画の

推進体制・評価と見直し方法などの計画内容になります。 

  次に、３、策定方法についてでありますが、（１）自殺対策に関する市民意識調査の実施、

2,000人、（２）甲斐市自殺防止対策本部・部会による協議、（３）甲斐市自殺防止対策協

議会による協議、（４）甲斐市保健福祉推進協議会による協議、（５）パブリックコメント

の実施を行い、策定を進める考えでございます。 

  次に、４、計画策定に伴う業務委託についてでありますが、（１）予算額が368万5,000

円、（２）契約時期は令和５年５月下旬、（３)業務内容は、①統計資料等の収集、整理、

分析、②現行計画の評価・検証、市民意識調査、③数値目標の設定、④計画書の作成・印刷

等でございます。 

  資料の６ページをお願いいたします。 

  最後に、５、今後のスケジュールについてでありますが、今月末から策定作業に着手し、

12月までに甲斐市自殺対策本部及び部会、甲斐市自殺対策協議会、甲斐市保健福祉推進協

議会を開催し、また、市民意識調査を実施し、計画の策定を進めまして、12月に計画案を

決定いたします。 

  １月の厚生環境常任委員会で案の説明をさせていただき、委員の皆さんからの意見、提言

の提出をお願いする予定でございます。 

  １月の中旬から２月の上旬でパブリックコメントを実施し、２月の厚生環境常任委員会で

パブリックコメントでの市民の皆さんの意見や委員の皆さんからの意見、提言に対する市の

考えを説明、報告させていただきます。 

  また、各協議会等へ報告を行い、２月末に計画の決定、３月に計画書の印刷を行いまして、

市のウェブサイトで計画の公表を行う予定でございます。 

  説明は以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  秋山副委員長。 
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○委員（秋山照雄君） この予算のほうですけれども、委託費ですけれども、前の業務と内容

的には同じようなあれが書いてあるんですけれども、約170万ばかり違うのですけれども、

どうしてこれこんなに違うんですか。 

○委員長（金丸幸司君） 志田生活支援係長。 

○生活支援係長（志田さか江君） 本計画策定については、市民の意識調査を実施するため、

その部分の経費が障がい福祉計画より多くなっていることが、前回の予算要求ですね、多く

なっております。それが主な経費増加の要因であります。 

○委員長（金丸幸司君） その他質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと基本的なところで申し訳ないんですけれども、自殺の要因と

いうのは、やはり経済的なものもあれば、将来に対する不安とか、あるいはコロナ禍でコミ

ュニケーションが不足しているとか、いろいろ大きくなっていると思うんですよね。それで、

こちらで障がい者支援課がこの計画をまとめる中心になるというのはどういう理由があるん

でしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 飯沼部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  今回、第２期の計画をつくりますけれども、一番初めの計画をつくったときに、機構改革

する前ですので、福祉課と障がい者支援課が一つの課で福祉課ということで、福祉課が作成

をいたしました。それから、その当時の県の担当が、障がい福祉の担当がこの自殺防止の主

管課でしたので、第１期の計画をつくるときに甲斐市も、それでは福祉課のほうで担当しま

しょうということで福祉課が作成をしたんですけれども、その担当の係が障がい者の係で作

成をしましたので、第１期はそれでつくりました。 

  今回、２期をつくるわけなんですが、そのときには担当が同じ担当でないと、なかなか事

務もうまく進みませんので、今回はこんな形で担当を決めさせていただきました。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 経緯は分かりましたけれども、非常に何か大きい問題だと思うんです

よね。この自殺が、特に最近増えているじゃないですか。特に女性の自殺者が増えていると

かいろいろ聞くんですけれども、そういうことを考えていくと、中心になってやるのはいい

ですけれども、実効ある対策を出すのは、この障がい者福祉課中心でいいのかなという気が
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するんですけれども、実際できるんですかね、いろんな分野にわたっていると思うんですが。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） お答えします。 

  計画策定につきましては、本部会の下部組織として部会、庁内の課長たちになりますけれ

ども、組織する部会がありますので、そちらのほうとも協議を行いながら策定を進める考え

でございます。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 質問じゃないですけれども、できれば部長なり何なり、もうちょっと

大きい形で、大きく取り上げてほしいなというふうに考えていますので、要望ですけれども、

よろしくお願いします。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） 先ほどの部会の補足になりますけれども、部会の上部組

織として、本部会議があります。こちらは市長を本部長といたしまして、全部長が参画した

本部会議というものがありますので、当然そちらのほうも協議を行いながらの策定となりま

すので、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  次に、傍聴議員の質疑を許可します。 

  質疑ございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） ちょっと初歩的なことで申し訳ないんですけれども、ただいま自殺防

止対策本部、市長とか部長さんが全部入っているという話だったんですけれども、本部、部

会と、あとその下に出てくる対策協議会、これはどういった方々で構成されているんでしょ

うか。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石課長。 

○障がい者支援課長（輿石文明君） 自殺防止対策協議会のメンバーでよろしいですか。 

〔発言する者あり〕 

○障がい者支援課長（輿石文明君） 自殺対策本部につきましては、市長を本部長とし、副市
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長、教育長が副本部長、ほかの部長、局長、管理者と管理監が本部員しまして、16名で組

織するものでございます。 

  その下の下部組織が部会になりますけれども、全課長が部会のほうの所属となります。 

  次に、自殺防止対策協会、協議会のほうですけれども、協議会のメンバーにつきましては、

住民の代表と医療・保険、福祉関係、子育て及び教育関係、警察、消防署、労働、経済関係、

職権を有する者ということで21名の方が委員となっております。 

  以上でございます。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） それに関連してですけれども、たしか甲斐市では公民館でしたっけね、

電話相談というのをやっていましたよね、自殺の。やっていましたよね。そういったところ

で実際の現場での自殺相談なんかの声なんていうのはどういうふうな形で吸い上げているの

かというのをお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 志田係長。 

○生活支援係長（志田さか江君） 所管が青少年育成カウンセラーさんがやっていただいてい

るんですけれども、年３回ぐらいですか、進捗状況の確認シートというのを出していただい

ていまして、それに件数だとか意見などを出していただいております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（４）甲斐市第２期自殺防止対策計画策定についてを終わります。 

  ここで暫時休憩いたします。 

  再開は10時45分から再開いたします。よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１０時３１分 

 

再開 午前１０時３８分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  また、山本委員は早退の旨の連絡がありましたので、報告いたします。 

  次に、（５）甲斐市第10次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定及び介
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護実態・ニーズ調査結果報告について、担当より説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 大変お疲れさまです。 

  長寿推進課より甲斐市第10次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定及び

介護実態・ニーズ調査結果報告についてご説明をいたします。 

  お手元の厚生環境常任委員会資料の７ページをお願いいたします。 

  初めに、１、計画策定の趣旨及び位置づけであります。 

  本市では、老人福祉法及び介護保険法に基づき、計画期間を令和５年度までの３年間とし

た高齢者保健福祉計画並びに介護保険事業計画を策定し、超高齢社会に対応するための地域

包括ケアシステムの構築を根幹とした施策の推進を図っており、計画期間が今年度末で終了

となります。 

  このため、今後、国から示される基本方針をはじめ、後ほど説明いたしますが、昨年度実

施をいたしました介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、在宅介護実態調査の分析結果や現計

画の検証及び評価等を踏まえ、計画期間を令和６年度から令和８年度までの３年間とする次

期計画を策定いたします。 

  なお、下の表は策定する両計画に関する根拠法令、それから位置づけ等について記載をし

てありますので、ご確認をいただきたいと思います。 

  次に、２、計画の内容についてでありますが、老人福祉法の規定に基づく高齢者保健福祉

計画は、介護保険事業計画と一体的なものとして策定することが義務づけられております。 

  計画の内容でありますが、（１）国の基本指針に基づく各種事業の推進、体制整備であり

ます。国の基本指針につきましては、今後示されることとなっております。示された国の指

針を踏まえた中で、市として様々な事業に取り組むよう体制の整備を図ってまいりたいと考

えております。 

  次に、（２）高齢者の住まい、医療、介護、生活支援等に関する施策、それから（３）介

護保険事業計画に係る保険給付、保険料の推計等につきましては、介護保険事業の根幹をな

す保険給付費の見込みを推計いたしまして、今後３年間の介護保険料を決定するものであり

ます。 

  次に、３、策定方法でありますが、（１）計画策定ワーキング会議による素案の協議から

（５）パブリックコメントの実施までにつきましては、次の８ページの４のスケジュールと

内容が重複いたしますので、資料の８ページをお願いいたします。 
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  ４の今後のスケジュールでありますが、まず、令和５年５月、本日でありますが、厚生環

境常任委員会におきまして計画の策定及び各調査等の結果につきましてご説明を申し上げて

おりますが、今後12月までの年内中に保健福祉推進協議会との協議や地域包括センター運

営協議会をはじめ各関係団体及び介護事業所並びに介護事業者と意見交換等を行い、いただ

いた意見等を計画に反映させていきたいと考えております。 

  その後、令和６年１月には、再度、厚生環境常任委員会に計画案の説明を行いまして、１

月中旬から２月の上旬までの間にパブリックコメントの実施、その後、本常任委員会へパブ

リックコメントの実施等を再度報告をさせていただきまして、計画案の最終的な内容修正等

を行い、３月には計画の公表といったスケジュールにより進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  なお、計画の策定に関する業務委託でありますが、令和５年度当初予算に委託経費等の予

算を計上させていただいております。 

  次に、委託事業者の決定につきましては、５月25日に入札を実施を予定しておりまして、

業者が決定いたしますので、決定次第速やかに契約し、発注させていただく予定であります。 

  次に、この計画を策定するに当たりまして、介護保険法第117条では、被保険者の心身の

状況、その置かれている環境、その他事情を把握して分析を実施し、計画を策定するよう定

められております。また併せまして、計画策定の基礎資料とするために実施をいたしました、

次の介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、在宅介護実態調査の結果につきましてご説明をさ

せていただきます。 

  初めに、本来であれば、調査結果報告書を別添資料として、こちらの報告書をお手元に配

付をするところでありますが、こちらの資料のほうが170ページにわたる資料となりますの

で、タブレットデータのほうにこちらのほうをＰＤＦデータとして保存をしてありますので、

併せてタブレットのほうをご参照お願いいたします。 

  それでは、お手元の資料に基づきまして、ご説明いたします。 

  まず、（１）目的でありますが、本市の地域の実情と課題を整理し策定する両計画の基礎

資料とするため、次の（２）番の２つの調査を実施いたしました。 

  ①の介護予防・日常生活圏域ニーズ調査でありますが、一般高齢者及び介護予防・日常生

活支援総合事業の対象者、それから要支援者を対象に実施をした調査であり、要介護状態に

なる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握することで、地域の抱える課題やニーズを把

握し、介護予防・日常生活支援総合事業の在り方を検討するため、実施をした調査でありま
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す。 

  ②の在宅介護実施調査につきましては、要介護者の適切な在宅生活の継続と、家族等介護

者の就労継続の実現に向けた介護サービスの在り方を検討するため実施をしたものでありま

す。 

  次に、（３）期間でありますが、令和４年11月18日から令和５年１月31日までの期間で

調査を実施をしました。 

  （４）調査の方法でありますが、郵送及び訪問により調査を実施しております。在宅介護

実態調査につきましては、400人に対し郵送による調査、また、220人に対し訪問による調

査を実施しております。 

  なお、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査につきましては、全て郵送により調査のほうを

実施しております。 

  次に、（５）の回答状況でありますが、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査につきまして

は、配布数2,000通に対しまして有効回答数は1,500通、回答率は75％、在宅介護実態調査

は、配布数が620通、うち220人に対して訪問調査を実施し、有効回答数が488通、回答率は

78.7％でありました。 

  次に、（６）の回答内容の主な内容でありますが、本市では要支援認定者のうち４割近い

方が独り暮らし、こちらのほうは実態調査の報告書の５ページに記載をされております。そ

れから、要支援認定者はほかの人より外出の機会が減少している、これは19ページに記載

がされております。それから、自分の歯は19本以下である、また、入れ歯を使用している、

物忘れなどが多く見られる傾向がある、こちらにつきましては29ページのほうに記載がさ

れております。このようなことが回答結果から見えてきた内容であります。 

  また、高齢者の生活支援策として、今後、市に力を入れてほしいことの中には、介護状態

にならないための介護・認知症予防や健康管理や健康づくり、それから、寝たきり・要介護

高齢者に対するサービスの充実などが上げられております。こちらにつきましては、95ペ

ージのほうに記載がされております。 

  以上、雑駁な説明でありますが、こちらの調査の結果につきましては、また後ほどこちら

のＰＤＦデータのほうでご確認をいただきたいと思います。 

  以上、甲斐市第10次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定及び介護実

態・ニーズ調査結果報告についての説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 
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  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 来年から３年間の介護事業計画とかするためのニーズ調査いうことで

よろしいんでしょうか、これ。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 対象期間は令和６年度から令和８年度までの３か年でありま

す。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、ちょっとこれからのですね、８ページかな、今後、市に力を

入れてほしいことに介護状態にならないための介護・認知症予防とか、健康管理や健康づく

り、そういうことが上がっているんですけれども、今、介護施設に入居されている方の満足

度とか、そういうのはどうなんでしょう。何かコロナがはやってから、なかなか外の人と面

会できないとか、そういうのでお家に帰りたいとかいうのが多いと思うんですけれども、在

宅でやるのはもちろんいいんですけれども、在宅でも結構厳しい部分があるんで、コロナが

なくなれば、何か大分状況が変わるかなとは思うんですけれども、その辺のところって反映

されそうなんですかね。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 昨年度実施をいたしました２つの調査につきましては、それ

ぞれ病院に入院をされている方とか施設の入所者は対象外となっております。したがいまし

て、市内の介護事業所等には今後も引き続きですね、今後この計画の策定につきましてもそ

れぞれ意見交換会等を実施をしてまいり、そういった事業所等の意見も取り入れた中で、よ

りよい計画を策定することを考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 私たちも去年とかいろいろ聞いたんですけれども、やはり施設に入っ

ちゃうとクラスターが心配だとか、あるいは施設の中で入院できずにそのまま放置と言って

は悪いですけれども、なってしまうだとか、非常に事業所に対して入るのを避ける傾向があ

るんですけれども、それを払拭するためにも、要望なんですけれども、しっかりとした対策

の取れる施設を充実していってほしいとは思います。 
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○委員長（金丸幸司君） 要望でよろしいですね。 

  そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  次に、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） 傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（５）甲斐市第10次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定及び

介護実態ニーズ調査結果報告についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時５１分 

 

再開 午前１０時５３分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、（６）甲斐市第４次健康増進計画・第３次食育推進計画の策定について、担当より

説明をお願いいたします。 

  瀧波健康増進課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） よろしくお願いします。 

  健康増進課からは、甲斐市第４次健康増進計画・第３次食育推進計画の策定についてご説

明をいたします。 

  資料は９ページをお願いいたします。 

  まず、１番の計画の趣旨になります。 

  こちらの表の中なんですが、本計画につきましては、市民の健康の増進や食育の推進を図

ることを目的としまして、甲斐市健康増進計画及び甲斐市食育推進計画、こちらの２つの計

画を一体化した一つの計画として策定するものです。根拠の法令につきましては、健康増進

法、食育基本法とそれぞれ定められております。 

  計画の期間になりますが、現計画が平成29年から令和５年度まで、次期計画につきまし
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ては、令和６年度から令和12年度までの７年間を現在のところ予定しております。 

  計画の趣旨につきましては、健康づくりの主役である市民一人一人がそれぞれの価値観に

基づいて主体的に行動する過程を重視するとともに、食の大切さの意識を高め、健全な食生

活の実践や地産地消の促進などに努めることができるよう、取り組みやすい環境を整備する

ための施策を定めております。 

  また、健康づくりや食育の課題は、年代によって異なることから、６つのライフステージ、

乳幼児期、就学期、青年期、こちらもセイネンキと読みますが、盛年期、壮年期、高齢期に

応じた効果的で実践しやすい取組につなげていくことを目指しております。 

  次に、計画の位置づけですが、関連計画としまして、この表の中に国、県、市の代表する

計画が書いてあります。国におきましては、一番代表的なものが健康日本21、こういう計

画がございます。県につきましては、健やか山梨21、市の代表的な計画になりますと、甲

斐市の第２次総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略の計画が関連しております。 

  ３の計画の構成は次のとおりとなります。 

  計画の概要、現状と課題の分析、こちらはアンケート等の結果、こういうものを評価しま

す。 

  10ページをお願いします。 

  基本方針、施策の展開、こちら施策の展開は、先ほどお話ししましたライフステージ別の

重点施策になります。そして、計画の推進体制です。 

  ４番目としまして、策定方法です。 

  まず、市民アンケートの調査の実施を行います。時期としましては、本年７月から８月を

予定しておりまして、対象は未就園児から一般市民まで2,800人のアンケート実施を予定し

ております。 

  すみませんが、こちらの表記の中で未成年（15歳から19歳）とありますが、こちら新成

人が18歳となっておりますので、こちら表記誤りがございまして、申し訳ございません。

こちら対象としましては、15歳から19歳までの主に学生さんたちなんかを対象とした未就

労の方たちを対象としたものを表しておりますので、こちらの「未成年」という表記はちょ

っと誤りでございました。申し訳ございません。 

  次に、調査方法につきましては、直接用紙を配布するもの、あと郵送や案内によって事前

に送付しまして、ウェブによる調査を検討しております。 

  あと、設問の内容につきましては、ふだんの運動や食事の状況、健康課題と取組状況など、
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様々な設問を用意する予定になっています。この中に基本的な体重や身長やなんかの基礎デ

ータなんかも入る予定です。 

  策定方法の続きとしまして、庁内ワーキング会議による協議、また、甲斐市保健福祉推進

協議会による審議、パブリックコメントの実施を予定しております。 

  重複しますが、５番目の今後の予定ですが、６月には庁内ワーキング会議による協議を開

始しまして、それを経て保健福祉推進協議会の審議、あと、７月からの市民アンケートの実

施を経まして、それぞれの会議、協議を終えまして、１月にはパブリックコメントを実施し

たいと思っております。 

  以下、２月、３月、３月には策定を終えて印刷製本、公表に持っていきたいと考えており

ます。 

  以上で説明を終了させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） 質疑がなければ、委員の質疑を終了いたします。 

  次に、傍聴議員の質疑を許可します。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、（６）甲斐市第４次健康増進計画・第３次食育推進計画の策定についてを終了い

たします。 

  引き続き次第の４、その他を行います。 

  委員より常任委員会関係でその他何かありましたらお願いします。 

  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、次に事務局、ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） ないようですので、以上でその他を終了いたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 
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  これをもちまして、厚生環境常任委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時００分 


